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(57)【要約】
【課題】　液晶の移動およびその蓄積によって発生する
表示ムラを効果的に抑制すること。
【解決手段】　ＬＣＤは、アレイ側基板１が、ゲート信
号線３２と画像信号線３３の各交差部に対応してそれぞ
れ配置された画素電極３５と、液晶５側の面上に液晶５
に接して配置された配向膜３０と、画素電極３が配置さ
れている表示部１５ｄと、その周囲の非表示部１５ｎと
、を有しており、配向膜３０は、ゲート信号線３２の所
定方向３２ｄ及び画像信号線３３の方向３３ｄに対して
傾斜した配向方向３０ａを有しており、アレイ側基板１
は、配向方向３０ａの終端側の非表示部１５ｎに、シー
ル部材１１に沿って配置されている壁１２と、シール部
材１１と壁１２との間に、壁１２に沿って並んで配置さ
れている複数の液晶誘導電極１３と、を有しており、壁
１２は、両端側にそれぞれ液晶５の流通口１２ａ，１２
ｂがある。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に液晶を挟持するとともに前記液晶を取り囲むシール部材を有しており、
　一方の前記基板は、その液晶側の面上の所定方向に配置されたゲート信号線と、前記ゲ
ート信号線と交差させて配置された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の
各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、前記液晶側の面上に前記液晶に接し
て配置された配向膜と、前記画素電極が配置されている表示部と、その周囲の非表示部と
、を有しており、
　前記配向膜は、前記ゲート信号線の前記所定方向及び前記画像信号線の方向に対して傾
斜した配向方向を有している液晶表示装置であって、
　前記一方の基板は、前記配向方向の終端側の前記非表示部に、前記シール部材に沿って
配置されている壁と、前記シール部材と前記壁との間に、前記壁に沿って並んで配置され
ている複数の液晶誘導電極と、を有しており、
　前記壁は、両端側にそれぞれ液晶の流通口がある液晶表示装置。
【請求項２】
　前記壁は、前記配向方向の終端側に近い一端の側にある前記流通口が第１の流通口であ
り、他端の側にある前記流通口が第２の流通口であるときに、前記液晶誘導電極は、前記
第１の流通口の側に配置されている請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記配向膜は、前記シール部材と前記壁との間の部位の配向方向が、前記第１の流通口
から前記第２の流通口に向かう配向方向とされている請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶誘導電極は、その面積が前記画素電極の面積よりも大きい請求項１乃至請求項
３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駆動時の液晶の移動および蓄積による表示ムラを抑制することのできる液晶
表示装置（Liquid　Crystal　Display：ＬＣＤ）に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のアクティブマトリクス方式のＬＣＤの一例を図５、図６に示す。図５（ａ）は、
従来のＬＣＤの基本構成の平面図、図５（ｂ）は、（ａ）のＡ１－Ａ２線における断面図
、図６は、従来のＬＣＤのブロック回路図である。ＬＣＤは、薄膜トランジスタ（Thin　
Film　Transistor：ＴＦＴ）１０２および画素電極１０３を含む画素部１０４が多数形成
されたアレイ側基板１０１と、カラーフィルタ１０７及びブラックマトリクスが形成され
たカラーフィルタ側基板１０６とを互いに対向させて、それらの基板１０１，１０６を所
定の間隔でもって貼り合わせ、それらの基板１０１，１０６間に液晶１０５を充填、封入
させることによって作製される。また、一般的に、カラーフィルタ側基板１０６は、ＴＦ
Ｔ１０２及び画素電極１０３に対向する側の面（液晶１０５側の面）の全面に、画素電極
１０３との間で液晶１０５に印加する垂直電界を形成するための共通電極１０９が形成さ
れている。また、ＬＣＤが画素電極１０３と共通電極１０９との間で液晶１０５に印加す
る横電界を形成するＩＰＳ（In-Plane　Switching）型のＬＣＤである場合、共通電極１
０９はアレイ側基板１０１の画素電極１０３と同じ面内に形成される。ＬＣＤが画素電極
１０３と共通電極１０９との間で液晶１０５に印加する端部電界を形成するＦＦＳ（Frin
ge　Field　Switching）型のＬＣＤである場合、共通電極１０９はアレイ側基板１０１の
画素部１０４に画素電極１０３の上方または下方に絶縁層を挟んで形成される。また、カ
ラーフィルタ側基板１０６の液晶１０５側の面には、それぞれの画素部１０４に対応する
赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルタ１０７が形成されており、それぞれの画
素部１０４を通過する光が相互に干渉することを防ぐブラックマトリクスがカラーフィル
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タ１０７の外周を囲むように形成されている。
【０００３】
　また、アレイ側基板１０１の液晶１０５側の面上に、画素部１０４のすべてが配置され
ている表示部１１５ｄと、表示部１１５ｄの周囲の非表示部１１５ｎがある。この非表示
部１１５ｎは、表示部１１５ｄとシール部材１１１との間の部位である。非表示部１１５
ｎとシール部材１１１を覆うように、樹脂製の枠体（フレーム）等から成る額縁部１２５
がある。また、アレイ側基板１０１の液晶１０５側の面上に、液晶１０５に接するように
、ポリイミド等から成る配向膜１３０が配置されている。カラーフィルタ側基板１０６の
液晶１０５側の面上に、液晶１０５に接するように、ポリイミド等から成る配向膜１３１
が配置されている。
【０００４】
　さらに、アレイ側基板１０１の液晶１０５側の面上において、シール部材１１１の外側
のゲート信号線１１２（GL1，GL2，GL3～GLm）の入力端部に、ゲート信号線１１２に順次
ゲート信号を入力するゲート信号線選択回路１２３が配置されている。また、シール部材
１１１の外側の画像信号線（ソース信号線）１１３（SL1，SL2，SL3～SLn）の入力端部に
、画像信号線１１３に順次画像信号を入力する画像信号線選択回路１２２が配置されてい
る。画像信号線選択回路１２２の外側であって、アレイ側基板１０１のカラーフィルタ側
基板１０６から突出した部位ｇには、ゲート信号線選択回路１２３および画像信号線選択
回路１２２を駆動する駆動回路１２１が配置されている。駆動回路１２１の外側の突出部
ｇの端縁部には、駆動回路１２１に駆動信号、制御信号等を入出力するためのＦＰＣ（Fl
exible　Printed　Circuit）１２０が設置されている。
【０００５】
　図６はＩＰＳ型のＬＣＤのブロック回路図であり、図６に示すように、ＴＦＴ１０２を
含む画素部１０４（P11，P12，P13～Pmn）が多数形成されたアレイ側基板１０１は、その
上の第１の方向（例えば、行方向）に形成された複数本のゲート信号線１１２（GL1，GL2
，GL3～GLm）と、第１の方向と交差する第２の方向（例えば、列方向）にゲート信号線１
１２（GL1，GL2，GL3～GLm）と交差させて形成された複数本の画像信号線（ソース信号線
）１１３（SL1，SL2，SL3～SLn）と、ゲート信号線１１２（GL1，GL2，GL3～GLm）と画像
信号線１１３（SL1，SL2，SL3～SLn）の各交差部に対応して形成された、ＴＦＴ１０２及
び液晶１０５に印加する垂直電界あるいは水平電界（横電界）等の電界を形成するための
画素電極１０３（PE11，PE12，PE13～PEmn）及び共通電極１２４と、画素部１０４（P11
，P12，P13～Pmn）と、共通電極１２４に共通電圧（Vcom）を供給する共通電圧線１２６
と、を有する構成である。なお、図６において、１２７は液晶表示パネルである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平６－３３７４２３号公報
【特許文献２】特開２００１－６６５８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来のＬＣＤにおいては、以下の問題点があった。例えば、ツイステッドネマチッ
ク（Twisted　Nematic：ＴＮ）型のＬＣＤの場合、図７（ａ）に示すように、アレイ側基
板１０１上の配向膜１３０の配向方向１３０ａ（正ラビング方向ともいう）は、ゲート信
号線１１２の第１の方向および画像信号線１１３の第２の方向に対して傾斜した方向であ
って、表示部１１５ｄの右下側に向かう方向である。この場合、カラーフィルタ側基板１
０６上の配向膜１３１の配向方向１３１ａは、配向方向１３０ａと直交する方向である。
図７（ｂ）に示す構成は、配向膜１３０の配向方向１３０ｂ（逆ラビング方向ともいう）
が、表示部１１５ｄの左上側に向かう方向であり、配向膜１３１の配向方向１３１ｂは、
配向方向１３０ｂと直交する方向である。
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【０００８】
　そして、ノーマリホワイトのＬＣＤの電源をオンにして黒表示とした状態を保持すると
、図７（ａ）の場合、液晶１０５が配向方向１３０ａの終端部１５０ａに移動し、その終
端部１５０ａに液晶１０５が蓄積されてその部分の圧力が増加し、セルギャップを押しひ
ろげて液晶層１０５の厚みが増大する。その結果、終端部１５０ａが黄色に変色するとい
う表示ムラの問題点があった。また、図７（ｂ）の場合にも同様に、液晶１０５が配向方
向１３０ｂの終端部１５０ｂに移動するという問題点があった。
【０００９】
　上記の液晶１０５の移動が生じる原因として、図８に示すように、液晶分子１０５ｍに
印加される電圧の非対称性等によって、液晶分子１０５ｍがオールを漕ぐように振動する
結果、アレイ側基板１０１の配向膜１３０の配向方向１３０ａ，１３０ｂに沿って電気泳
動を生ずることが考えられる。なお、液晶分子１０５ｍに印加される電圧の非対称性とは
、液晶分子１０５ｍの焼き付きを防ぐために交流駆動するときに、共通電圧が正（＋）側
である場合に液晶分子１０５ｍに加わる電圧の大きさと、共通電圧が負（－）側である場
合に液晶分子１０５ｍに加わる電圧の大きさとが、異なることを意味する。従って、共通
電圧が正（＋）側である場合の液晶分子１０５ｍの垂直電界の方向１４０に対する方向（
液晶分子１０５ｍの第１の配向方向１０５ｍ１）と、共通電圧が負（－）側である場合の
液晶分子１０５ｍの垂直電界の方向１４０に対する方向（液晶分子１０５ｍの第２の配向
方向１０５ｍ２）とが、異なることとなる。また、このような液晶の移動による表示ムラ
は、ドット反転方式の交流駆動を行うＬＣＤにおいて特に顕著に見られる。
【００１０】
　上記の液晶の移動を抑制するために、２枚の基板間において、基板上に形成された透明
電極上の金属補助電極に重ねて土手を形成した液晶表示素子が提案されている（例えば、
特許文献１を参照）。しかしながら、この構成においては、土手の部位に液晶が溜まりや
すいために、表示ムラを抑える効果が十分とはいえない。
【００１１】
　また特許文献２には、透明電極が異なるデューティ比で駆動される２つ以上の電極群に
区分されており、電極群の境界部の少なくとも一部に隔壁が設けられている液晶表示装置
が提案されている。しかしながら、特許文献２に開示された液晶表示装置は、上記境界部
近傍で発生する表示ムラを解消するために隔壁を設けることを目的としており、液晶の移
動による表示ムラを解消する構成については何等開示していない。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて完成されたものであり、その目的は、液晶の移動およ
びその蓄積によって発生する表示ムラを効果的に抑制することができる液晶表示装置とす
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、一対の基板間に液晶を挟持するとともに前記液晶を取り囲む
シール部材を有しており、一方の前記基板は、その液晶側の面上の所定方向に配置された
ゲート信号線と、前記ゲート信号線と交差させて配置された画像信号線と、前記ゲート信
号線と前記画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、前記液晶側
の面上に前記液晶に接して配置された配向膜と、前記画素電極が配置されている表示部と
、その周囲の非表示部と、を有しており、前記配向膜は、前記ゲート信号線の前記所定方
向及び前記画像信号線の方向に対して傾斜した配向方向を有している液晶表示装置であっ
て、前記一方の基板は、前記配向方向の終端側の前記非表示部に、前記シール部材に沿っ
て配置されている壁と、前記シール部材と前記壁との間に、前記壁に沿って並んで配置さ
れている複数の液晶誘導電極と、を有しており、前記壁は、両端側にそれぞれ液晶の流通
口がある構成である。
【００１４】
　本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記壁は、前記配向方向の終端側に近い一端の
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側にある前記流通口が第１の流通口であり、他端の側にある前記流通口が第２の流通口で
あるときに、前記液晶誘導電極は、前記第１の流通口の側に配置されている。
【００１５】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記配向膜は、前記シール部材と前記壁と
の間の部位の配向方向が、前記第１の流通口から前記第２の流通口に向かう配向方向とさ
れている。
【００１６】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記液晶誘導電極は、その面積が前記画素
電極の面積よりも大きい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の液晶表示装置は、一対の基板間に液晶を挟持するとともに前記液晶を取り囲む
シール部材を有しており、一方の前記基板は、その液晶側の面上の所定方向に配置された
ゲート信号線と、前記ゲート信号線と交差させて配置された画像信号線と、前記ゲート信
号線と前記画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、前記液晶側
の面上に前記液晶に接して配置された配向膜と、前記画素電極が配置されている表示部と
、その周囲の非表示部と、を有しており、前記配向膜は、前記ゲート信号線の前記所定方
向及び前記画像信号線の方向に対して傾斜した配向方向を有している液晶表示装置であっ
て、前記一方の基板は、前記配向方向の終端側の前記非表示部に、前記シール部材に沿っ
て配置されている壁と、前記シール部材と前記壁との間に、前記壁に沿って並んで配置さ
れている複数の液晶誘導電極と、を有しており、前記壁は、両端側にそれぞれ液晶の流通
口がある構成であることから、以下の効果を奏する。配向膜の配向方向の終端部に液晶が
移動したとしても、その終端部に移動してきた余分な液晶を、流通口を介して液晶誘導電
極によって非表示部の側へ吸入することができる。その結果、液晶の移動およびその蓄積
によって発生する表示ムラを効果的に抑制することができる。また、液晶誘導電極によっ
て吸入された液晶はシール部材と壁との間の非表示部にあるので、その部位のセルギャッ
プがひろがって液晶層の厚みが増大することがあったとしても、外部から表示ムラが視認
されないという効果もある。
【００１８】
　本発明の液晶表示装置は、前記壁は、前記配向方向の終端側に近い一端の側にある前記
流通口が第１の流通口であり、他端の側にある前記流通口が第２の流通口であるときに、
前記液晶誘導電極は、前記第１の流通口の側に配置されている場合、配向膜の配向方向の
終端部に移動してきた液晶を、液晶誘導電極によって非表示部の側へ効率的に吸入するこ
とができる。その結果、液晶の移動およびその蓄積によって発生する表示ムラをより効果
的に抑制することができる。
【００１９】
　また本発明の液晶表示装置は、前記配向膜は、前記シール部材と前記壁との間の部位の
配向方向が、前記第１の流通口から前記第２の流通口に向かう配向方向（非表示部の配向
方向ともいう）とされている場合、液晶誘導電極によって非表示部の側へ吸入された液晶
は、非表示部の配向方向に沿って非表示部において移動しやすくなる。その結果、液晶誘
導電極によって非表示部の側へ液晶をより効率的に吸入することができる。従って、液晶
の移動およびその蓄積によって発生する表示ムラをさらに効果的に抑制することができる
。
【００２０】
　また本発明の液晶表示装置は、前記液晶誘導電極は、その面積が前記画素電極の面積よ
りも大きい場合、液晶誘導電極によって電圧が印加される液晶の部位の面積が、画素電極
によって電圧が印加される液晶の部位の面積よりも大きくなる。その結果、表示部におけ
る液晶の移動よりも、非表示部における液晶の移動が大きくなり、液晶誘導電極によって
非表示部の側へ液晶をより効率的に吸入することができる。その結果、液晶の移動および
その蓄積によって発生する表示ムラをさらに効果的に抑制することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の１例を示す
図であり、（ａ）は液晶表示装置の表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平面図、
（ｂ）は（ａ）のＢ１－Ｂ２線における断面図である。
【図２】図２は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平面図である。
【図３】図３は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平面図である。
【図４】図４（ａ），（ｂ），（ｃ）は、それぞれ図１の液晶表示装置における液晶誘導
電極の駆動方法を説明するためのものであり、液晶誘導電極およびその周辺の拡大平面図
である。
【図５】図５（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置の基本構成を示すものであり、（ａ
）は液晶表示装置の平面図、（ｂ）は（ａ）のＡ１－Ａ２線における断面図である。
【図６】図６は、図５の液晶表示装置のブロック回路図である。
【図７】図７（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置の問題点を説明するためのものであ
り、それぞれ液晶表示装置の模式的な平面図である。
【図８】図８は、駆動時の液晶分子の移動を説明するためのものであり、一対の基板間に
ある一つの液晶分子の挙動を示す概念的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明のＬＣＤの実施の形態について、図面を参照しながら説明する。但し、以
下で参照する各図は、本発明のＬＣＤの実施の形態における構成部材のうち、本発明のＬ
ＣＤを説明するための主要部を示している。従って、本発明に係るＬＣＤは、図に示され
ていない回路基板、配線導体、制御ＩＣ，ＬＳＩ等の周知の構成部材を備えていてもよい
。
【００２３】
　図１～図４は本発明のＬＣＤの実施の形態の各例を示すものであり、図１（ａ）はＬＣ
Ｄの表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平面図、（ｂ）は（ａ）のＢ１－Ｂ２線
における断面図である。図２は、ＬＣＤの表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平
面図である。図３は、ＬＣＤの表示部およびその周囲の非表示部を主に示す平面図である
。図４（ａ）～（ｃ）は、それぞれ図１のＬＣＤにおける液晶誘導電極の駆動方法を説明
するためのものであり、液晶誘導電極およびその周辺の拡大平面図である。これらの図に
示すように、本発明のＬＣＤは、一対の基板１，６間に液晶５を挟持するとともに液晶５
を取り囲むシール部材１１を有しており、一方の基板（アレイ側基板）１は、その液晶５
側の面上の所定方向（例えば、行方向）３２ｄに配置されたゲート信号線３２と、ゲート
信号線３２と交差させて配置された画像信号線３３と、ゲート信号線３２と画像信号線３
３の各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極３５と、液晶５側の面上に液晶５に
接して配置された配向膜３０と、画素電極３が配置されている表示部１５ｄと、その周囲
の非表示部１５ｎと、を有しており、配向膜３０は、ゲート信号線３２の所定方向３２ｄ
及び画像信号線３３の方向（例えば、列方向）３３ｄに対して傾斜した配向方向３０ａを
有しているＬＣＤであって、一方の基板１は、配向方向３０ａの終端側の非表示部１５ｎ
に、シール部材１１に沿って配置されている壁１２と、シール部材１１と壁１２との間に
、壁１２に沿って並んで配置されている複数の液晶誘導電極１３と、を有しており、壁１
２は、両端側にそれぞれ液晶５の流通口１２ａ，１２ｂがある構成である。
【００２４】
　上記の構成により、配向膜３０の配向方向３０ａの終端部２０ａに液晶５が移動したと
しても、その終端部２０ａに移動してきた余分な液晶５を、流通口１２ａを介して液晶誘
導電極１３によって非表示部１５ｎの側へ吸入することができる。その結果、液晶５の移
動およびその蓄積によって発生する表示ムラを効果的に抑制することができる。また、液
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晶誘導電極１３によって吸入された液晶５はシール部材１１と壁１２との間の非表示部１
５ｎにあるので、その部位のセルギャップがひろがって液晶層の厚みが増大することがあ
ったとしても、外部から表示ムラが視認されないという効果もある。
【００２５】
　本発明のＬＣＤは、例えば以下の基本構成を有する。まず本発明のＬＣＤは、ＴＦＴ２
およびＩＴＯ等の透明電極から成る画素電極３を含む画素部４が多数形成されたアレイ側
基板１と、カラーフィルタ７及びブラックマトリクスが形成されたカラーフィルタ側基板
６とを互いに対向させて、それらの基板１，６を所定の間隔でもって貼り合わせ、それら
の基板１，６間に液晶５を充填、封入させることによって作製される。また、ＴＮ型のＬ
ＣＤである場合、カラーフィルタ側基板６は、ＴＦＴ２及び画素電極３に対向する側の面
（液晶５側の面）の全面に、画素電極３との間で液晶５に印加する垂直電界を形成するた
めの、ＩＴＯ等の透明電極から成る共通電極９が形成されている。また、ＬＣＤが画素電
極３と共通電極９との間で液晶５に印加する横電界を形成するＩＰＳ型のＬＣＤである場
合、共通電極９はアレイ側基板１の画素電極３と同じ面内に形成される。ＬＣＤが画素電
極３と共通電極９との間で液晶５に印加する端部電界を形成するＦＦＳ型のＬＣＤである
場合、共通電極９はアレイ側基板１の画素部４に画素電極３の上方または下方に絶縁層を
挟んで形成される。また、カラーフィルタ側基板６の液晶５側の面には、それぞれの画素
部４に対応する赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルタ７が形成されており、そ
れぞれの画素部４を通過する光が相互に干渉することを防ぐブラックマトリクスがカラー
フィルタ７の外周を囲むように形成されている。
【００２６】
　また、アレイ側基板１の液晶５側の面上に、画素部４のすべてが配置されている表示部
１５ｄと、表示部１５ｄの周囲の非表示部１５ｎがある。この非表示部１５ｎは、表示部
１５ｄとシール部材１１との間の部位である。非表示部１５ｎとシール部材１１を覆うよ
うに、樹脂製の枠体（フレーム）等から成る額縁部２５がある。また、アレイ側基板１の
液晶５側の面上に、液晶５に接するように、ポリイミド等から成る配向膜３０が配置され
ている。カラーフィルタ側基板６の液晶５側の面上に、液晶５に接するように、ポリイミ
ド等から成る配向膜３１が配置されている。シール部材１１は、エポキシ樹脂、シリコー
ン樹脂、合成ゴム等の樹脂材料から成る。
【００２７】
　アレイ側基板１は、配向方向３０ａの終端側の非表示部１５ｎに、シール部材１１に沿
って配置されている壁１２を有しているが、表示部１５ｄが矩形状のものである場合、配
向方向３０ａの終端部２０ａに最も近く、かつ長方形状の終端部２０ａの長辺方向に平行
な表示部１５ｄの辺部（図１（ａ）では下辺部）の外側に、壁１２があることがよい。こ
の場合、配向方向３０ａの終端部２０ａに移動してきた余分な液晶５を、シール部材１１
と壁１２との間の非表示部１５ｎに効率よく吸入することができる。また、壁１２は、液
晶５が流入する第１の流通口１２ａが、画像信号線３３の方向３３ｄにおいて終端部２０
ａと重なっていることがよい。この場合、配向方向３０ａの終端部２０ａに移動してきた
余分な液晶５を、シール部材１１と壁１２との間の非表示部１５ｎにより効率よく吸入す
ることができる。
【００２８】
　また、壁１２は、表示ムラが生じる部位である終端部２０ａの長辺よりも長い長さを有
していることがよい。この場合、第２の流通口１２ｂから表示部１５ｄの側に流出した液
晶５が終端部２０ａに戻ることを抑えることができる。さらに、表示部１５ｄが矩形状の
ものである場合、配向方向３０ａの終端部２０ａに最も近く、かつ長方形状の終端部２０
ａの長辺方向に平行な表示部１５ｄの辺部（図１（ａ）では下辺部）の外側にその全体に
わたって壁１２があることがよい。この場合、終端部２０ａに移動してきた余分な液晶５
を、シール部材１１と壁１２との間の非表示部１５ｎにより多く収容することができるの
で、終端部２０ａで表示ムラが生じることをより効果的に抑えることができる。
【００２９】
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　また、図１（ａ）に示すように、配向方向３０ａが表示部１５ｄの下方であって重力ム
ラが生じる辺部に向かっている場合、壁１２は、表示部１５ｄにおける重力ムラが生じる
辺部（図１（ａ）では下辺部）の外側にあることがよい。この場合、重力ムラを生じさせ
る液晶５もシール部材１１と壁１２との間の非表示部１５ｎに収容することができ、重力
ムラも抑えることができる。なお、配向方向３０ａ，３０ｂは、例えばラビング方向に相
当し、本発明においては、図１（ａ）、図２に示すように、表示部１５ｄの中心を通る矢
印で表される。そして、配向方向３０ａ，３０ｂを表す矢印の先端側（矢じり側）を終端
側としている。
【００３０】
　また、壁１２が設けられている非表示部１５ｎの部位の幅が、他の非表示部１５ｎの部
位の幅よりも大きいことがよい。この場合、終端部２０ａに移動してきた余分な液晶５を
、シール部材１１と壁１２との間の非表示部１５ｎにより多く収容することができる。
【００３１】
　表示部１５ｄの形状は矩形状に限らず、台形状、円形状、楕円形状、多角形状等の種々
の形状であってもよい。この場合、壁１２の長さは、表示ムラが生じる部位である終端部
２０ａの長手方向の長さよりも長いことがよく、さらには終端部２０ａの長手方向の長さ
の２倍以上の長さであることがよい。
【００３２】
　壁１２は、その材質がシール部材１１と同じであることがよく、その場合、シール部材
１１の形成工程と同じ工程で壁１２を形成することができ、製造工程の簡略化ができる。
【００３３】
　図１（ｂ）に示すように、液晶誘導電極１３は、アレイ側基板１上の画素電極３と同じ
面上に、画素電極３と同じ材料であるＩＴＯ等の透明電極から成るものとして形成される
ことがよい。この場合、画素電極３の形成工程と同じ工程で液晶誘導電極１３を形成する
ことができ、製造工程の簡略化ができる。
【００３４】
　また、個々の液晶誘導電極１３は、それを駆動するためのＴＦＴが付属して設けられて
おり、そのＴＦＴにゲート信号を入力するゲート信号線、ＴＦＴに画像信号を入力する画
像信号線が液晶誘導電極１３の近傍に配線されている。すなわち、ＴＦＴ、ゲート信号線
、画像信号線に関して、画素電極３と同様の構成とされている。
【００３５】
　図２は、本発明のＬＣＤの実施の形態の他例を示すものであり、配向膜３０の配向方向
３０ｂが配向方向３０ａと逆方向であり、配向方向３０ｂの終端部２０ｂが表示部１５ｄ
の左上部にある例を示しているが、この場合にも図１の構成の場合と同様の好適な各種構
成を採用し得る。また、ＬＣＤがＴＮ型である場合、配向膜３１の配向方向は、図１の構
成であれば配向方向３０ａに直交する一方向（表示部１５ｄの右上方向）であり、図２の
構成であれば配向方向３０ａに直交する一方向（表示部１５ｄの左下方向）である。また
、本発明の構成は、ＴＮ型のＬＣＤに限らず、ＩＰＳ型、ＦＦＳ型のＬＣＤにも適用でき
る。すなわち、図１（ｂ）に示すように、液晶誘導電極１３とそれに対向する共通電極９
との間に垂直電界が形成されれば、液晶誘導電極１３と共通電極９との間にある液晶５は
移動するからであり、表示部１５ｄの駆動方式は特に限定されない。
【００３６】
　図３は、本発明のＬＣＤの実施の形態の他例を示すものである。すなわち、壁４２は、
その両端がシール部材１１に接しており、壁４２に第１の流通口４２ａおよび第２の流通
口４２ｂがある構成であってもよい。
【００３７】
　本発明のＬＣＤは、図１、図２に示すように、壁１２は、配向方向３０ａ，３０ｂの終
端側に近い一端の側にある流通口が第１の流通口１２ａであり、他端の側にある流通口が
第２の流通口１２ｂであるときに、液晶誘導電極１３は、第１の流通口１２ａの側に配置
されていることが好ましい。この場合、配向膜３０の配向方向３０ａ，３０ｂの終端部２
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０ａ，２０ｂに移動してきた液晶５を、液晶誘導電極１３によって非表示部１５ｎの側へ
効率的に吸入することができる。その結果、液晶５の移動およびその蓄積によって発生す
る表示ムラをより効果的に抑制することができる。上記構成において、液晶誘導電極１３
は、壁１２の中心と上記一端との間にあることが好適であり、さらには、液晶誘導電極１
３は、第１の流通口１２ａの近傍にあることが好適である。また壁１２は、第１の流通口
１２ａおよび第２の流通口１２ｂ以外にも流通口があってもよいが、その流通口は壁１２
における終端部２０ａ，２０ｂに対応しない部位にあることがよい。その場合、流通口か
ら表示部１５ｄの側に流出した液晶が終端部２０ａ，２０ｂに戻ることを抑えることがで
きる。
【００３８】
　また本発明のＬＣＤは、配向膜３０は、シール部材１１と壁１２との間の部位の配向方
向が、第１の流通口１２ａから第２の流通口１２ｂに向かう配向方向（非表示部１５ｎの
配向方向）とされていることが好ましい。この場合、液晶誘導電極１３によって非表示部
１５ｎの側へ吸入された液晶５は、非表示部１５ｎの配向方向に沿って非表示部１５ｎに
おいて移動しやすくなる。その結果、液晶誘導電極１３によって非表示部１５ｎの側へ液
晶５をより効率的に吸入することができる。その結果、液晶５の移動およびその蓄積によ
って発生する表示ムラをさらに効果的に抑制することができる。
【００３９】
　非表示部１５ｎの配向方向は、配向膜３０における非表示部１５ｎの配向方向が付与さ
れる部位に第１のマスクを形成し、次に配向膜３０にラビング法等の方法により配向方向
３０ａまたは配向方向３０ｂを形成し、次に第１のマスクを除去して配向膜３０における
配向方向３０ａまたは配向方向３０ｂが付与された部位に第２のマスクを形成し、次に配
向膜３０における非表示部１５ｎの配向方向が付与される部位にラビング法等の方法によ
り配向方向を形成する方法等によって、形成し得る。あるいは、マスクを用いた同様の方
法で、まず非表示部１５ｎの配向方向を形成し、次に配向方向３０ａまたは配向方向３０
ｂを形成してもよい。また、光配向法によって、配向膜３０において、配向方向３０ａま
たは配向方向３０ｂと非表示部１５ｎの配向方向とを同時に、あるいは別個に形成しても
よい。
【００４０】
　また本発明のＬＣＤは、液晶誘導電極１３は、その面積が画素電極３の面積よりも大き
いことが好ましい。この場合、液晶誘導電極１３によって電圧が印加される液晶５の部位
の面積が、画素電極３によって電圧が印加される液晶５の部位の面積よりも大きくなる。
その結果、表示部１５ｄにおける液晶５の移動よりも、非表示部１５ｎにおける液晶５の
移動が大きくなり、液晶誘導電極１３によって非表示部１５ｎの側へ液晶５をより効率的
に吸入することができる。その結果、液晶５の移動およびその蓄積によって発生する表示
ムラをさらに効果的に抑制することができる。例えば、画素電極３は長辺が３３０μｍ程
度、短辺が１１０μｍ程度の長方形状であるが、液晶誘導電極１３は一辺が３３０μｍ程
度の正方形状である。
【００４１】
　また図４（ａ）～（ｃ）に示すように、複数の液晶誘導電極１３が、液晶誘導電極１３
ａ，１３ｂ，１３ｃ，１３ｄ，１３ｅの５つのものから成る場合、第１の流通口１２ａに
近い側の液晶誘導電極１３ａから順次駆動する。そして、隣接する液晶誘導電極１３では
極性が異なるとともに、一つの液晶誘導電極１３においても極性が反転するように駆動す
る。すなわち、ドット反転駆動となるように駆動する。これにより、液晶誘導電極１３ａ
～１３ｅと、隣接する液晶誘導電極１３間にある極性反転部１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１
４ｄとの上方の液晶５に、その定在波が形成され、液晶誘導電極１３ａから液晶誘導電極
１３ｅへ向かう方向への定在波の移動によって、液晶分子が移動するものと考えられる。
特に、極性反転部１４ａ～１４ｄにおいて、図８に示す液晶分子の非対称的な振動が発生
し、液晶分子の移動が大きくなるものと考えられる。
【００４２】
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　例えば、ＴＮ型のＬＣＤにおいて、液晶誘導電極１３ａ～１３ｅのそれぞれが、一辺が
３２５μｍの正方形状のものであり、隣り合うもの同士の間の間隔が５μｍ（ピッチが３
３０μｍ）であるものとし、駆動電圧を＋４．５Ｖ，－４．５Ｖ、交流駆動の周波数（液
晶誘導電極１３ａ～１３ｅを順次駆動する周波数に等しい）を６０Ｈｚとして駆動した場
合、液晶分子が１１７μｍ／秒程度の速度で移動する現象が確認された。
【００４３】
　なお、本発明のＬＣＤは、上記実施の形態に限定されるものではなく、適宜の設計的な
変更、改良が施されていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明のＬＣＤは各種の電子機器に適用できる。その電子機器としては、自動車経路誘
導システム（カーナビゲーションシステム）、船舶経路誘導システム、航空機経路誘導シ
ステム、スマートフォン端末、携帯電話、タブレット端末、パーソナルデジタルアシスタ
ント（ＰＤＡ）、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、電子手帳、電子書籍、電子辞書
、パーソナルコンピュータ、複写機、ゲーム機器の端末装置、テレビジョン、商品表示タ
グ、価格表示タグ、産業用のプログラマブル表示装置、カーオーディオ、デジタルオーデ
ィオプレイヤー、ファクシミリ、プリンター、現金自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、自動
販売機、医療用モニター装置、デジタル表示式腕時計、スマートウォッチなどがある。
【符号の説明】
【００４５】
１　アレイ側基板
２　ＴＦＴ
３　画素電極
５　液晶
６　カラーフィルタ基板
９　共通電極
１１　シール部材
１２、４２　壁
１２ａ、４２ａ　第１の流通口
１２ｂ、４２ｂ　第２の流通口
１３、１３ａ～１３ｅ　液晶誘導電極
１５ｄ　表示部
１５ｎ　非表示部
２０ａ、２０ｂ　配向方向の終端部
３０ａ、３０ｂ　配向方向
３２　ゲート信号線
３３　画像信号線
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